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平成 28 年第 2 回定例会号
（会期：6月9日～6月20日）

6月11日　神田川生き物調査 6月12日　新宿子育てメッセ（新宿コズミックセンター）5月22日　新宿区・第四消防方面合同水防訓練
　　　　  （明治神宮外苑　聖徳記念絵画館前）

●委員会の活動状況●委員会の活動状況 8 面……… 8 面………

●請願・陳情の審議結果●請願・陳情の審議結果 8 面… 8 面…

…… 2 面

　意
見
書
の
全
文
は
、区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
改
善
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

と
り
わ
け
防
災
性
の
向
上
や
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
良

好
な
景
観
の
形
成
や
観
光
振
興
等
の
観
点
か
ら
、
無
電
柱
化
の
取
組

み
を
計
画
的
か
つ
円
滑
に
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　「
無
電
柱
化
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
や
国
、
地
方
公
共
団
体
及

び
事
業
者
等
の
責
務
、
推
進
計
画
の
策
定
を
定
め
た
新
た
な
法
律
案

を
早
期
に
成
立
す
る
」、「
無
電
柱
化
事
業
を
遅
滞
な
く
推
進
す
る
た

め
、
補
助
金
制
度
を
充
実
し
、
財
政
的
な
支
援
を
行
う
」こ
と
を
国
会

及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
る
意
見
書

元
海
兵
隊
員
の
米
軍
属
に
よ
る
事
件
へ
の
対
応
に
関
す
る
意
見
書

　日
本
で
は
年
間

2,797
万
ト
ン
の
食
品
廃
棄
物
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の

う
ち
の
632
万
ト
ン
が
食
品
ロ
ス
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　国
、地
方
公
共
団
体
、国
民
、事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
食
品
ロ
ス
削

減
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、「
削
減
目
標
や
基
本
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
本
部
の
設
置
や
担
当
大
臣

を
明
確
化
す
る
」、「
加
工
食
品
等
の
需
要
予
測
の
精
度
向
上
に
よ
り
過

剰
生
産
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
商
慣
習
の
見
直
し
に
取
り
組
む
事

業
者
の
拡
大
を
推
進
す
る
」、「『
飲
食
店
で
残
さ
ず
食
べ
る
運
動
』な
ど

の
好
事
例
を
全
国
に
展
開
す
る
」、「
家
庭
で
の
食
品
在
庫
の
適
切
な
管

理
な
ど
の
普
及
啓
発
を
強
化
す
る
。ま
た
、
学
校
等
で
の
食
育
・
環
境

教
育
な
ど
の
好
事
例
を
全
国
的
に
展
開
す
る
」、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど

の
取
組
み
を
全
国
的
に
拡
大
し
、
未
利
用
食
品
を
必
要
と
す
る
人
に
届

け
る
仕
組
み
を
確
立
す
る
」こ
と
を
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

　沖
縄
県
に
お
い
て
、
行
方
不
明
の
女
性
が
遺
体
で
発
見
さ
れ
、
元
海

兵
隊
員
の
米
軍
属
が
逮
捕
さ
れ
る
凶
悪
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。本
年

３
月
に
は
、
那
覇
市
で
米
軍
人
に
よ
る
女
性
暴
行
事
件
が
発
生
し
、
再

発
防
止
策
が
求
め
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
事
件

が
発
生
し
た
こ
と
に
激
し
い
憤
り
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　日
米
友
好
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
日
米
地
位
協
定
の
運
用
改

善
を
推
進
し
、
綱
紀
粛
正
と
再
発
防
止
を
含
む
、
実
効
性
と
説
得
力
の

あ
る
対
応
を
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

●区政のここを問う！
　定例会での代表・一般質問

………… 3～5 面

●区政のここを問う！
　定例会での代表・一般質問

………… 3～5 面

●第2回定例会

　議案の概要と審議結果
●第2回定例会

　議案の概要と審議結果 2 面…… 2 面……

意
見
書

トップニュース

■■  区長提出議案5件と議員提出議案3件を可決
○災害時に応急措置の業務等に従事した者の傷病補償年金及び休業補償の調整率を改定する　　　     （平成 28 年 7 月 1 日施行）

○歌舞伎町シネシティ広場周辺地区地区計画及び赤城周辺地区地区計画の都市計画決定に伴い、区域内の敷地面積の最低限度、

　壁面位置の制限等を規定する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （平成 28 年 6 月 20 日施行）

○平成 28 年度一般会計補正予算（第１号）  　　　　　　　

　・臨時福祉給付金等給付事業に要する経費

　・私立保育所の整備に要する経費

　・自転車シェアリング事業に要する経費

　・児童扶養手当法の一部改正に伴う加算額改定に要する経費

関連記事 2 面

12 億 3,493 万 2 千円

5億7,572万7千円

　5億7,064万7千円

7,897万5千円

679万5千円 など

議　案第 2 回定例会で可決した主な

●平成27年度

　政務活動費・議長交際費 6 面…
●平成27年度

　政務活動費・議長交際費 6 面…

●沖縄追悼式典に参加 7 面……●沖縄追悼式典に参加 7 面……

熊本地震（お見舞い・募金・黙とう）について…７面をご覧ください
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議案の概要と審議結果 （賛成…○、反対…×）
○平成28年第２回定例会 （6月9日～6月20日）

新宿区議会ホームページもご覧ください！ 新宿区議会 検 索

議　案　名 概　　　要 自無ク 公明 共産 民無ク 新宿会 社民 スタ新 議決結果

平成28年度新宿区一般会計補正予算（第1号）

補正予算額：12億3,493万2千円、補正後予算額：1,466億2,003万9千円
臨時福祉給付金に要する経費、年金生活者等支援臨時福祉給付金に要す
る経費、協働推進基金への寄附金の積立、夏目漱石記念施設整備基金へ
の寄附金の積立、障害者福祉活動基金への寄附金の積立、高齢者福祉活
動基金への寄附金の積立、待機児童解消緊急対策として私立保育所の整
備に要する経費、子ども未来基金への寄附金の積立、「児童扶養手当法」
の一部改正に伴うシステム改修及び加算額改定に要する経費、民間事業
者と連携し新宿区内にシェアサイクルの仕組みを構築するために要する
経費 等を計上

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × 可決

災害に際し応急措置の業務等に従事した者の
損害補償に関する条例の一部を改正する条例

「非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令」の改正に伴
い、傷病補償年金及び休業補償に係る調整率を改定する。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

新宿区地区計画の区域内における建築物の制
限に関する条例の一部を改正する条例

歌舞伎町シネシティ広場周辺地区地区計画の都市計画決定及び赤城
周辺地区地区計画の都市計画決定に伴い、これらの地区計画の区域
内における建築物の制限について定める。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

新宿区議会議員及び新宿区長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改
正する条例

「公職選挙法施行令」の改正に合わせ、新宿区議会議員及び新宿区長の選
挙における選挙運動用自動車の使用並びに選挙運動用ビラ及び選挙運動
用ポスターの作成に係る公費負担の限度額を引き上げる。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × 可決

特別区道の路線の認定について 起点：若松町80番86地先　　終点：若松町79番1地先 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

無電柱化の推進に関する意見書

1面の「意見書（要旨）」をご覧ください

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

食品ロス削減に向けての取り組みを進める
意見書 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

元海兵隊員の米軍属による事件への対応に
関する意見書 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

議
員
提
出
議
案
（
3
件
）

区
長
提
出
議
案
（
5
件
）

そ
の
他

条
例
の
改
正

予
　
算

意
　
見
　
書

会派略称 自無ク＝自由民主党・無所属クラブ
共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
新宿会＝新宿区民の会
スタ新＝スタートアップ新宿

公　明＝新宿区議会公明党
民無ク＝民進党・無所属クラブ
社　民＝社民党新宿区議会議員団

▲
▲

新宿区議会ホームページもご覧ください

『新宿区議会だより』点字版・音声版のお知らせ

特別出張所で録画放映をしています

　会議録の検索、議会の予定、議員の名簿、請願・陳情、決議・意見書の全文などをご
覧いただくことができます。
　そのほかにも、区議会のインターネット中継（生中継・録画）を行っており、パソコン
のほか、スマートフォンやタブレットを使って、ご自宅などで会議をご覧いただけます。
中継する会議は、定例会・臨時会の本会議、予算特別委員会及び決算特別委員会です。
　区役所本庁舎１階ロビーのテレビ画面で生中継をご覧いただけます。

　「新宿区議会だより」は、点字版・音声版（カセットテープ版・ＣＤ版・ＤＡＩＳＹ版）
を作成し、ご希望の方にお届けしています。新たにご希望の方はご連絡ください。
TEL ５２７３−３５３４　FAX ３２０９−９９９５
※ＤＡＩＳＹ版の再生には、専用の再生機やソフトウェアが必要です。

　各特別出張所では定例会終了後おおむね 10 日後に本会議及び予算・決算特別委員会の
一部の録画放映をしています。出張所に行く機会がありましたら、議会の様子をぜひご覧
ください。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

（
生
中
継
・
録
画
中
継
）

会
議
録
の
検
索

★ 9月15日から10月13日までの予定です。9月15日から10月13日までの予定です。
主な日程は、次のとおりです。主な日程は、次のとおりです。

平 成 2 8 年 　 第 3 回平 成 2 8 年 　 第 3 回
定 例 会 の お 知 ら せ定 例 会 の お 知 ら せ

★

本 会 議

9月15日（木）9月15日（木） 午前10時から

10月13日（木） 午後2時から

午前10時から9月16日（金）9月16日（金）

　午前10時から

防災等安全対策特別委員会、
自治・議会・行財政改革等特別委員会
防災等安全対策特別委員会、
自治・議会・行財政改革等特別委員会

特 別 委 員 会

10月 5日（水）・6日（木）10月 5日（水）・6日（木）

10月 7日（金）10月 7日（金）

常 任 委 員 会

★ ぜひ傍聴にいらしてください。（区役所5階）

★ 新宿区議会では、節電の徹底のためクールビズを実施しています。皆様
のご理解とご協力をお願いいたします。

★ 手話通訳者または要約筆記者の配置もできます。
事前に議会事務局（TEL5273-3534、FAX3209-9995）までご連絡ください。

★ 本会議・決算特別委員会は、「新宿区議会ホームページ」でインターネット中継
（生中継・録画）を実施しています。ぜひご利用ください。

午前10時から

（議案、意見書･決議等の採決等）

（平成27年度 各会計決算審査）（平成27年度 各会計決算審査）

（議案、意見書･決議等の採決等）

午後2時から

午前10時から

午前10時から午前10時から

オリンピック・パラリンピック・
文化観光等特別委員会
オリンピック・パラリンピック・
文化観光等特別委員会

10月 日（火）10月 日（火）11 午前10時から午前10時から

（代表質問・一般質問、議案の提案説明等）（代表質問・一般質問、議案の提案説明等）

（代表質問等）（代表質問等）

　午前10時から

9月20日（火）～10月3日（月）
決算特別委員会

　午前10時から　午前10時から

10月13日（木）

★ ぜひ傍聴にいらしてください。（区役所5階）

★

★

★

9月20日（火）～10月3日（月）

新宿区議会では、節電の徹底のためクールビズを実施しています。皆様
のご理解とご協力をお願いいたします。

手話通訳者または要約筆記者の配置もできます。
事前に議会事務局（TEL5273-3534、FAX3209-9995）までご連絡ください。

本会議・決算特別委員会は、「新宿区議会ホームページ」でインターネット中継
（生中継・録画）を実施しています。ぜひご利用ください。



進
め
る
こ
と
が
必
要
。
（ア）
こ
れ
ま
で

の
区
の
取
組
み
と
成
果
は
。
（イ）
東
京

2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
そ
の
後
も
見
据
え
た
無
電
柱
化

の
整
備
に
つ
い
て
区
長
の
考
え
は
。

　
　
　
①
区
民
自
ら
が
備
え
て
お
く

べ
き
こ
と
を
示
し
た
「
災
害
に
備
え

て
」
に
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
防
災
・
減
災
対
策
の
取
組
み
を
加

え
た
冊
子
の
作
成
を
検
討
す
る
。
②

本
年
4
月
1
日
適
用
の
新
た
な
許
可

基
準
に
対
し
5
月
末
現
在
15
件
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、
う
ち
2
件
は
具

体
的
な
建
替
え
に
向
け
た
協
議
を
進

め
て
い
る
。
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

補
助
実
績
は
、
10
年
間
で
290
件
。
不

燃
化
建
替
え
促
進
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
事
業
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
災
害
に
強
い
高
度
防
災
都
市
が

実
現
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
③

平
成
26
年
度
末
の
進
捗
率
は
23
区
中

5
位
の
約
14
％
。
新
宿
の
よ
う
な
都

市
部
で
は
、
細
分
化
さ
れ
た
土
地
が

多
く
、
ま
た
権
利
関
係
が
複
雑
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
、
一

層
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
④
土
地
所
有
者
な
ど
に

協
力
を
求
め
る
「
声
か
け
に
よ
る
拡

幅
整
備
」
を
進
め
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
を
図

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
⑤
（ア）
区
道
の
無
電
柱
化

整
備
率
は
、
本
年
4
月
現
在
約
10
％
。

（イ）
「
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
市
区
町

村
の
会
」
と
連
携
し
法
制
化
や
財
政

支
援
を
国
に
要
望
。
無
電
柱
化
整
備

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
を
見
据
え
た 

　
　
　
　  

新
宿
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
ま
だ
ま
だ

都
心
回
帰
の
流
れ
が
続
く
中
に
あ
っ

て
、
そ
の
後
を
見
据
え
た
新
宿
の
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
な
お
一
層
の
戦
略

性
が
求
め
ら
れ
る
。
①
東
京
2020
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
梃て

子こ

に
ど
の
よ
う
な
「
新
宿
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
②
新
宿
駅
周
辺
問
題
の
1
つ
と

し
て
認
識
す
べ
き
観
光
バ
ス
の
駐
車

対
策
に
つ
い
て
、
区
の
位
置
づ
け
と

7
千
万
円
が
予
算
計
上
さ
れ
た
「
駐

車
場
設
置
・
運
営
支
援
」
の
事
業
の

枠
組
み
は
。
③
羽
田
空
港
の
飛
行
経

路
案
一
部
修
正
に
対
す
る
影
響
地
域

へ
の
説
明
や
国
と
の
調
整
状
況
は
。

④
東
京
圏
国
家
戦
略
特
別
区
域
の
指

定
地
域
と
し
て
、
区
内
で
認
定
さ
れ

て
い
る
事
業
、
新
た
に
認
定
が
見
込

ま
れ
る
事
業
は
。
⑤
国
家
戦
略
特
別

区
域
法
に
基
づ
く
規
制
改
革
事
項
と

し
て
旅
館
業
法
の
適
用
除
外
と
さ
れ

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
民
泊
に
つ

い
て
、
新
法
へ
の
区
の
対
応
は
。

　
　
　
①
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
性
格
を
併
せ
持
つ
「
ま
ち
づ

く
り
長
期
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

み
、
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
を
見
据
え
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
と
し
て
、
新
宿
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
、
や
す
ら
ぎ
や
賑
わ
い

の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指

す
。
②
新
宿
観
光
振
興
協
会
を
中
心

に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
区
全
体
の
問
題
と
し
て
認
識

し
て
い
る
。
観
光
バ
ス
駐
車
場
へ
の

再
整
備
を
行
う
も
の
で
、
駐
車
場
土

地
賃
借
料
、
整
備
工
事
費
、
交
通
誘

導
員
の
配
置
を
含
め
た
管
理
運
営
費

を
想
定
し
て
い
る
。
③
国
か
ら
各
地

区
町
会
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会
や

小
規
模
な
※
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
型
の

説
明
会
の
提
案
が
あ
り
調
整
し
て
い

る
。
④
認
定
さ
れ
て
い
る
事
業
は
、

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
や
都
市
観
光
の

推
進
を
図
る
た
め
、
新
宿
副
都
心
四

号
線
・
十
二
号
線
で
の
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
係
る
道
路
法
の
特
例
、

保
険
外
併
用
療
養
に
関
す
る
特
例
な

ど
4
事
業
で
、
先
進
医
療
の
迅
速
な

提
供
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
、
新
宿
住
友
ビ
ル
に
お
け
る
都
市

計
画
法
の
特
例
が
認
定
見
込
み
で
、

観
光
都
市
の
魅
力
向
上
や
都
市
防
災

の
強
化
が
期
待
で
き
る
。
⑤
違
法
営

業
へ
の
罰
則
規
定
な
ど
を
国
に
要

望
。
法
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
民
泊
の
制
度
開
始
に
間
に
合
う
よ

う
に
、
適
切
な
ル
ー
ル
づ
く
り
が
出

来
る
よ
う
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
こ
の
度
の
熊
本
地
震
を
振
り

返
る
と
、
直
下
型
地
震
の
も
つ
怖
さ

を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
と
と
も

に
、
今
後
に
い
か
す
べ
き
事
柄
が
数

多
く
あ
っ
た
。
不
測
の
事
態
に
備
え

る
た
め
、
首
都
東
京
の
新
宿
と
し
て

は
、
震
災
対
策
と
し
て
災
害
に
強
い

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
か
ら
な
る
防
災
と

減
災
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
。①
ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
が
一
元
化
さ
れ
た
見
え

る
情
報
と
し
て
「
新
宿
区
防
災
白
書
」

を
作
成
す
る
考
え
は
。
②
木
造
住
宅

密
集
地
域
の
解
消
促
進
な
ど
、
高
度

防
災
都
市
化
の
取
組
み
に
対
す
る
区

民
の
評
判
等
や
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

③
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
の

地
籍
調
査
の
現
況
と
今
後
の
取
組
み

は
。
④
災
害
時
の
緊
急
車
両
の
進
入

路
と
な
る
細
街
路
の
拡
幅
整
備
に
あ

た
っ
て
の
決
意
を
。
⑤
安
全
で
快
適

な
通
行
だ
け
で
な
く
、
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
の
避
難
路
確
保
の
た

め
に
道
路
の
無
電
柱
化
を
精
力
的
に

　
　
　
熊
本
地
震
で
は
、
本
庁
舎
自

体
が
被
災
し
初
動
体
制
が
構
築
で
き

ず
、
行
政
機
能
が
完
全
に
麻
痺
し
た

自
治
体
が
複
数
あ
っ
た
。
①
新
宿
区

の
本
庁
舎
、
防
災
セ
ン
タ
ー
、
特
別

出
張
所
は
震
災
時
に
機
能
す
る
の

か
。
②
現
在
の
※

BCP
を
更
新
す
る
必

要
は
。
③
教
育
施
設
の
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
の
事
業
効
果
は
。
④
福
祉

避
難
所
の
体
制
強
化
を
。

　
　
　
①
本
庁
舎
、
そ
の
他
の
施
設

は
新
耐
震
基
準
を
超
え
る
耐
震
強
化

を
図
っ
て
お
り
、
機
能
は
確
保
さ
れ

て
い
る
。
②
BCP
に
つ
い
て
は
熊
本
地

震
の
課
題
を
検
証
し
、
28
年
度
中
に

改
訂
す
る
。
③
避
難
所
施
設
の
機
能

強
化
と
生
徒
・
児
童
の
生
命
を
守
り
、

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
実
現
。
④

区
内
の
民
間
福
祉
事
業
者
と
福
祉
避

難
所
開
設
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
。

若
者
の
政
策
形
成
の
参
画
に
つ
い
て

　
　
　
18
歳
選
挙
権
が
実
現
し
、
若

者
の
政
治
的
関
心
を
高
め
る
動
き
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
①
若
者
の

声
を
政
策
へ
反
映
し
実
現
し
て
い
く

こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。
②
「
区
長

と
話
そ
う
～
新
宿
ト
ー
ク
」
の
若
者

バ
ー
ジ
ョ
ン
を
開
催
し
て
は
。

　
　
　
①
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
や
区

政
に
関
わ
り
若
い
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
に
す
る
こ
と
は
大
切
。
②
開
催

に
向
け
て
具
体
的
に
検
討
す
る
。

障
害
者
が
い
き
い
き
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
①
障
害
者
差
別
解
消
法
の
取

組
み
状
況
は
。
②
障
害
者
の
重
度
化
・

高
齢
化
や
親
亡
き
後
を
見
据
え
た
支

援
体
制
は
。

　
　
　
①
職
員
に
、
研
修
等
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
区
民
と
事
業
者
に

も
説
明
と
周
知
を
行
う
。
障
害
者
差

別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

推
進
。
②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
に

向
け
て
協
議
中
。
関
係
機
関
が
連
携

を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
有
効

活
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
。

　
　
　
都
知
事
の
海
外
出
張
で
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
や
ス
イ
ー
ト

ル
ー
ム
の
利
用
や
、
湯
河
原
の
別
荘

へ
の
公
用
車
使
用
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
区
長
の
旅
費
実
績
と
区
長
車

の
行
先
の
情
報
公
開
は
。

　
　
　
規
定
内
の
金
額
で
支
出
し
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
や
ス
イ
ー
ト

ル
ー
ム
の
利
用
は
な
い
。
公
務
日
誌

に
記
録
し
て
い
る
。

旧
市
ヶ
谷
商
業
高
校
跡
地
の
利
用

　
　
　
東
京
韓
国
学
校
へ
の
用
地
提

供
の
決
定
過
程
で
区
が
都
か
ら
意
見

を
求
め
ら
れ
る
機
会
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
27
年
12
月
中
旬
に
用
地
提

供
の
可
能
性
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
受
け
た
。
住
民
へ
の
説
明
等
、

真
摯
な
対
応
を
要
請
し
た
。
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し
て
い
る
。
園
外
施
設
を
使
用
す

る
認
可
保
育
園
の
行
事
は
、
区
が

取
り
ま
と
め
て
学
校
と
調
整
す
れ

ば
、
保
育
以
外
の
付
帯
業
務
が
軽

減
さ
れ
、
保
育
士
確
保
の
支
援
策

へ
と
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
　
　
「
新
宿
い
る
ま
保
育
園
」
の

案
件
は
特
別
な
事
情
に
よ
る
も
の
。

保
育
担
当
部
署
が
教
育
委
員
会
に

協
力
依
頼
を
し
た
う
え
で
、
各
園

が
調
整
し
、
例
年
円
滑
に
利
用
で

き
て
い
る
た
め
、
区
が
調
整
す
る

考
え
は
な
い
。

妊
産
婦
へ
の
ケ
ア
に
つ
い
て

　
　
　
①
妊
娠
中
の
自
殺
の
防
止

や
産
後
う
つ
等
を
予
防
す
る
た
め
、

妊
産
婦
の
家
庭
環
境
等
の
把
握
は

重
要
で
あ
る
。
保
健
師
等
が
妊
婦
と

面
談
す
る
「
ゆ
り
か
ご
・
し
ん
じ
ゅ

く
」
で
の
ハ
イ
リ
ス
ク
層
の
位
置
づ

け
は
。
②
両
親
学
級
の
煩
雑
な
申

し
込
み
方
法
を
見
直
す
べ
き
。

　
　
　
①
相
談
相
手
の
有
無
や
経

済
的
な
問
題
、
心
身
の
不
調
等
を
確

認
し
、
必
要
な
場
合
に
は
支
援
を

行
う
。
出
産
後
の
乳
児
健
診
等
も

含
め
様
々
な
機
会
に
予
防
と
早
期

対
応
に
努
め
る
。
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
込
み
方
法
な
ど
利
便
性

の
高
い
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
幼
稚
園
、
保
育
園
等
の
行
事

を
公
立
小
中
学
校
で
行
う
場
合
、
各

園
が
学
校
と
直
接
日
程
交
渉
を
し

て
い
る
。「
新
宿
い
る
ま
保
育
園
」
で

は
、
運
動
会
会
場
の
中
学
校
の
体
育

館
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
保
育

士
が
代
替
施
設
探
し
に
奔
走
し
た
。

園
の
立
地
条
件
や
公
立
各
校
と
の

関
係
に
起
因
し
た
幼
保
格
差
、
認

可
保
育
園
間
の
公
私
格
差
が
存
在

鈴
木 

ひ
ろ
み

　
　
　
今
年
度
予
算
に
は
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
と
し
て
様
々
な
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
、
一
定
の
前
進
を
見
た

が
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
①
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、

（ア）
児
童
扶
養
手
当
の
所
得

制
限
引
き
上
げ
、
支
給
額
増
額
、
対

象
年
齢
の
拡
大
を
国
に
要
求
す
べ
き
。

（イ）
国
と
都
に
対
し
、
各
手
当
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
支
給
を
４
か

月
ご
と
か
ら
毎
月
に
す
る
よ
う
要
望

を
。
②
生
活
保
護
世
帯
へ
の
塾
代
・

受
験
料
補
助
の
対
象
を
高
校
生
ま
で

拡
大
し
、
大
学
等
進
学
の
た
め
の
支

援
を
。
③
中
学
校
入
学
時
の
就
学
援

助
支
給
額
が
、
制
服
の
な
い
小
学
校

入
学
時
と
ほ
ぼ
同
額
な
の
は
あ
ま
り

に
も
少
な
す
ぎ
る
。
ま
た
、
支
給
は

入
学
後
の
７
月
で
は
な
く
３
月
に
行

う
べ
き
。
実
態
に
合
わ
せ
た
対
応
を
。

　
　
　
①
（ア）
国
は
、
法
改
正
に
あ
た

り
手
当
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
適
切

な
措
置
を
講
ず
る
と
し
て
い
る
た

め
、
増
額
等
の
要
求
は
考
え
て
い
な

い
。
（イ）
国
に
お
い
て
、
手
当
の
隔
月

支
給
を
含
め
た
所
要
の
措
置
を
検
討

す
る
と
さ
れ
た
た
め
、
支
給
月
を
毎

月
に
す
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
②
高
校
中
退
の
主
な

理
由
は
、
家
庭
環
境
や
友
人
関
係
等

と
な
っ
て
い
る
。
中
退
防
止
の
た
め
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の
区
独
自
の
塾
代
助
成
は
考
え
て
い

な
い
が
、
中
退
者
が
発
生
し
た
場
合

は
対
応
を
検
討
す
る
。
③
就
学
援
助

支
給
額
は
、
国
が
示
す
単
価
を
基
本

と
し
て
お
り
適
切
と
考
え
る
。
支
給

時
期
は
、
他
区
の
状
況
等
を
踏
ま
え

検
討
す
る
。

雇
用
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
①
区
の
非
常
勤
職
員
に
対

し
正
規
職
員
へ
の
転
換
希
望
を
調
査

し
、
こ
れ
に
応
え
る
べ
き
。
②
国
や

都
が
実
施
し
て
い
る
正
規
雇
用
へ
の

転
換
や
待
遇
改
善
に
関
す
る
事
業
を

区
内
企
業
へ
周
知
し
、活
用
促
進
を
。

③
最
低
賃
金
を
1,000
円
に
引
き
上
げ
、

1,500
円
を
目
指
す
こ
と
を
国
に
要
望
す

べ
き
。
④
区
の
臨
時
職
員
の
時
給
970

円
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
自

活
が
困
難
な
金
額
。
1,000
円
以
上
に
引

き
上
げ
る
べ
き
。
⑤
非
正
規
で
働
く

女
性
の
雇
用
環
境
は
厳
し
く
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
も
深
刻

な
状
況
。
次
期
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
策
定
の
際
は
、
実
態
を
調
査
し

解
決
策
を
講
ず
る
べ
き
。
⑥
若
者
の

雇
用
環
境
悪
化
が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。
区
に
労
働
相
談
窓
口
の
開
設

を
。
⑦
若
者
が
雇
用
に
関
す
る
知
識

を
身
に
つ
け
る
機
会
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
個
別
相
談
に
も
応
じ
、
労
働

基
準
監
督
署
と
の
連
携
に
よ
る
就
労

環
境
改
善
や
是
正
に
努
め
る
べ
き
。

　
　
　
①
法
律
に
よ
り
非
常
勤
職

員
の
希
望
の
み
で
採
用
で
き
な
い
た

め
調
査
は
考
え
て
い
な
い
。
②
区
の

支
援
事
業
を
周
知
す
る
機
会
を
と
ら

え
、
国
や
都
の
制
度
の
活
用
を
促
進

す
る
。
③
最
低
賃
金
決
定
の
枠
組
み

は
適
切
と
認
識
。
国
に
要
望
す
る
考

え
は
な
い
。
④
臨
時
職
員
の
職
の
性

格
や
正
規
職
員
初
任
給
と
の
均
衡
等

か
ら
時
給
引
き
上
げ
は
困
難
。
⑤
計

画
策
定
時
に
実
施
す
る
事
業
所
へ
の

調
査
に
マ
タ
ハ
ラ
に
関
す
る
項
目
を

追
加
す
る
な
ど
、
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
た
検
討
を
行
う
。
⑥
区
内
の
労
働

基
準
監
督
署
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
等
を

案
内
し
適
切
に
対
応
し
て
い
る
た

め
、
独
自
の
相
談
窓
口
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。
⑦
若
者
が
労
働
法
を

学
ぶ
機
会
の
提
供
や
啓
発
活
動
を
実

施
。
関
係
機
関
と
の
連
携
で
若
者
の

就
労
環
境
改
善
に
努
め
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
充
実
を

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

阿
部
　
早
苗

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

保
育
の
質
の
向
上
と
格
差
是
正
を

民
進
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

　
　
　
駅
の
安
全
対
策
と
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
進
ん
で
き
た
が
、
ま

だ
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
①
飯
田

橋
駅
の
ホ
ー
ム
を
車
い
す
利
用
者

等
に
配
慮
し
た
段
差
等
の
な
い
構

造
に
す
べ
き
。
②
高
田
馬
場
駅
の

乗
換
連
絡
通
路
と
戸
山
口
の
改
良

の
見
通
し
は
。
③
東
西
線
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
遅
れ
て
い
る
。
都

営
新
宿
線
と
共
に
ホ
ー
ム
ド
ア
の

早
期
設
置
を
。
④
区
や
鉄
道
事
業

者
等
が
駅
の
案
内
表
示
の
統
一
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
が
、
進
捗
状

況
は
。

　
　
　
①
自
力
で
乗
降
で
き
る
構

造
に
な
る
よ
う
引
き
続
き
JR
東
日

本
に
働
き
か
け
る
。
②
鉄
道
事
業

者
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

③
東
西
線
は
設
置
を
検
討
中
。
都

営
新
宿
線
は
31
年
度
ま
で
に
設
置

予
定
。
④
整
備
方
針
を
ま
と
め
た
。

順
次
、
整
備
に
着
手
す
る
。

か
わ
の 

達
男

鉄
道
施
設
の
安
全
対
策
と

　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
よ
う

社
民
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

質
問

食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
み
は

　
　
　
①
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

区
の
認
識
は
。
②
学
校
等
で
食
品
ロ

ス
削
減
の
た
め
の
啓
発
を
よ
り
進
め

る
べ
き
。

　
　
　
①
食
品
ロ
ス
は
、
製
造
流
通

コ
ス
ト
の
上
昇
、
ご
み
の
増
加
に
よ

る
環
境
へ
の
負
荷
の
増
大
等
、
大
き

な
課
題
。
②
食
品
の
無
駄
を
な
く
し

環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
の
実
践
に

向
け
啓
発
を
続
け
る
。

東
京

2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ 

　
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
①
メ
イ
ン
会
場
の
最
寄
駅
で

あ
る
信
濃
町
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

の
進
め
方
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
考

え
は
。②
四
谷
三
丁
目
駅
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
①
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
現
況
や
課
題
を
整
理
し
、

都
や
JR
東
日
本
な
ど
の
関
係
機
関
と

調
整
し
て
い
く
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
混
雑
解
消
な
ど
質
の
高
い
歩
行
者

空
間
の
整
備
に
つ
い
て
、
道
路
管
理

者
に
働
き
か
け
、
該
当
区
道
500
ｍ
に

つ
い
て
は
平
成
29
年
度
に
整
備
す

る
。
②
新
宿
方
面
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
平
成
31
年
6
月
に
完
了
予
定
。
区

内
の
全
て
の
駅
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
実
現
す
る
よ

う
鉄
道
事
業
者
に
働
き
か
け
る
。

答
弁

子どもの貧困対策の充実を

全ての駅にホームドアの設置を 妊娠・出産・子育てへの支援充実を

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

バリアフリー化の推進を



　
　
　
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
政
策
立

案
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
　
新
宿
自
治
創
造
研
究
所
の
研

究
員
が
職
員
研
修
の
講
師
と
な
り
、

統
計
や
デ
ー
タ
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

伝
達
す
る
。
職
員
が
デ
ー
タ
活
用
の

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
政
策

形
成
能
力
を
向
上
で
き
る
と
考
え
る
。

旧
市
ヶ
谷
商
業
高
校
跡
地
に
つ
い
て

　
　
　
都
は
当
地
を
韓
国
人
学
校
増

設
の
用
地
に
提
供
す
る
と
発
表
し
た
。

納
得
し
て
い
な
い
住
民
も
多
い
よ
う

だ
が
、
住
民
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に

都
に
要
請
を
す
べ
き
。

　
　
　
都
が
責
任
を
持
っ
て
対
応

し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
等
へ
の
丁
寧

な
説
明
を
要
望
し
て
い
く
。
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質質

一一

般般

デ
ー
タ
の
活
用
で
職
員
の
政
策
立
案
能
力
向
上
を

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
新
宿

伊
藤
　
陽
平

補
助
犬
へ
の
理
解
促
進
を

　
　
　
①
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
や

障
害
者
差
別
解
消
法
を
飲
食
店
や
宿

泊
施
設
等
に
周
知
す
べ
き
。
②
東
京

2020
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
向
け
、
飲
食
店
等
の
関
係

団
体
に
協
力
・
理
解
を
求
め
る
べ
き
。

　
　
　
①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等

に
加
え
、
食
品
衛
生
の
営
業
者
向
け

講
習
会
等
で
法
の
趣
旨
を
説
明
し
て

い
く
。
②
新
宿
区
商
店
会
連
合
会
等

に
協
力
を
求
め
、
障
害
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
啓
発
に
努
め
る
。

民
無
ク

志
田 

雄
一
郎

質
問

答
弁

高
齢
者
向
け
配
食
・
食
事
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
健
康
な
生
活
維
持
は
正
し
い

食
生
活
が
極
め
て
大
切
。
①
高
齢
者

世
帯
の
安
否
確
認
な
ど
付
加
的
意
味

を
含
め
た
事
業
成
果
は
。
②
食
事

サ
ー
ビ
ス
の
課
題
解
決
に
向
け
た
工

夫
・
サ
ポ
ー
ト
へ
の
区
の
取
組
み
は
。

　
　
　
①
手
渡
し
で
き
な
い
場
合
や

異
変
を
発
見
し
た
場
合
、
緊
急
連
絡

先
や
区
へ
連
絡
、
消
防
署
へ
の
緊
急

通
報
を
行
う
。
②
活
動
の
偏
在
解
消

の
た
め
研
修
等
を
開
催
。
社
会
福
祉

協
議
会
等
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
。

新
宿
会

の
づ
　
ケ
ン

質
問

答
弁

区
立
住
宅
に
お
け
る
高
齢
者
対
策

　
　
　
高
齢
化
率
が
上
昇
し
、
区
立

住
宅
も
限
界
集
落
に
似
た
状
況
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
①
孤
独
死
や
共
同

体
の
崩
壊
に
対
す
る
区
の
対
処
は
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

　
　
　
①
区
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
住
宅

連
絡
員
が
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
な
ど
関
係
部
署
と
連
携
し
、
孤

独
死
防
止
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
②
入
居
時
に
は
各
団
地
の
自
治

会
へ
の
加
入
を
促
し
て
い
る
。

自
無
ク

佐
原 

た
け
し

質
問

答
弁

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
診
断
を

　
　
　
①
健
康
診
査
の
機
会
を
利
用

し
て
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
診

断
が
で
き
る
施
策
を
実
施
す
べ
き
。

②
認
知
症
の
「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
配
布
し
、
そ
の
回
答
を
基
に
、
早

期
対
応
を
す
る
事
業
を
実
施
す
べ
き
。

　
　
　
①
健
康
診
査
受
診
時
に
、
医

師
が
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
早
期

支
援
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
医
療
機
関

に
周
知
す
る
。
②
「
介
護
予
防
調
査

票
」
を
郵
送
す
る
事
業
を
開
始
し
、
回

答
内
容
に
応
じ
て
個
別
に
対
応
す
る
。

公
明

中
村 

し
ん
い
ち

質
問

答
弁

落
合
地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を

　
　
　
①
自
営
店
舗
等
を
経
営
す
る

世
帯
の
保
育
園
入
園
申
込
み
時
の
利

用
調
整
基
本
指
数
の
見
直
し
を
。
②

国
立
や
私
立
に
通
学
す
る
児
童
も
学

童
ク
ラ
ブ
機
能
付
き
放
課
後
子
ど
も

ひ
ろ
ば
に
受
け
入
れ
を
。

　
　
　
①
見
直
し
は
難
し
い
が
、
就

労
状
況
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
保
育

の
必
要
性
を
把
握
し
対
応
す
る
。
②

実
施
校
の
学
校
休
業
日
や
放
課
後
の

時
間
に
限
定
し
、
今
年
度
の
夏
休
み

か
ら
の
受
け
入
れ
を
検
討
す
る
。

公
明

赤
羽 

つ
や
子

質
問

答
弁

民
泊
へ
の
対
応
を

　
　
　
民
泊
に
関
す
る
区
へ
の
相
談

や
苦
情
が
激
増
し
て
い
る
。
①
担
当

職
員
を
増
員
し
て
対
応
を
図
る
べ
き
。

②
今
後
、
民
泊
に
関
す
る
法
整
備
が

行
わ
れ
た
場
合
で
も
、
区
が
現
行
ど

お
り
違
法
営
業
に
対
す
る
指
導
が
行

え
る
よ
う
、
条
例
・
規
則
の
制
定
を
。

　
　
　
①
現
在
の
状
態
が
続
く
と
考

え
ら
れ
る
た
め
職
員
体
制
に
つ
い
て

的
確
に
対
応
す
る
。
②
国
の
動
向
を

踏
ま
え
、
制
度
開
始
に
間
に
合
う
よ

う
適
切
な
ル
ー
ル
作
り
を
検
討
す
る
。

共
産

川
村 

の
り
あ
き

質
問

答
弁

施
設
の
あ
り
方
の
方
針
等
に
つ
い
て

　
　
　
①
早
稲
田
南
町
ア
パ
ー
ト
跡

地
の
あ
り
方
の
方
針
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
地
域
の
方
へ
の
対
応
は
。
②

地
域
課
題
の
解
決
に
プ
ロ
ボ
ノ
（
職

業
上
持
っ
て
い
る
知
識
・
ス
キ
ル
や

経
験
を
い
か
し
て
社
会
貢
献
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
活
用
を
。

　
　
　
①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
地
域
説
明
会
を

通
じ
、
地
域
の
方
々
の
理
解
を
得
な

が
ら
策
定
す
る
。
②
プ
ロ
ボ
ノ
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
す
る
。

公
明

豊
島 

あ
つ
し

質
問

答
弁

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
子
育
て
に
は
、
父
親
や
祖
父

母
な
ど
家
族
を
始
め
と
す
る
周
り
の

サ
ポ
ー
ト
も
必
要
。
若
い
親
世
代
・

祖
父
母
世
代
が
情
報
共
有
で
き
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
工

夫
あ
る
子
育
て
支
援
を
。

　
　
　
情
報
通
信
手
段
は
日
々
進
化

し
て
お
り
、
家
族
の
中
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
も
多
様
化

し
て
い
る
。
今
後
、
新
宿
に
見
合
っ

た
情
報
発
信
を
行
い
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
に
つ
な
げ
て
い
く
。

新
宿
会

大
門 

さ
ち
え

質
問

自
無
ク

質
問

施
設
白
書
に
つ
い
て

　
　
　
区
民
と
行
政
が
施
設
に
関
す

る
情
報
や
問
題
意
識
を
共
有
し
、
施

設
の
在
り
方
等
意
見
を
表
明
で
き
る

仕
組
み
が
大
切
。
今
あ
る
区
有
施
設

の
維
持
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
縦

割
り
・
前
例
主
義
を
打
破
し
、
改
革

を
行
う
際
は
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
求
め
ら
れ
る
。
区
長
の
見
解
は
。

　
　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供

す
る
必
要
性
、
民
間
移
管
等
の
ソ
フ

ト
化
や
類
似
機
能
の
共
有
化
、
統
廃

合
な
ど
の
対
応
策
を
示
し
て
い
く
。

新
宿
会

え
の
き 

秀
隆

質
問

答
弁

新
宿
会

質
問

答
弁

答
弁

災
害
時
に
お
け
る
障
が
い
者
の
避
難

　
　
　
①
個
人
の
状
況
に
応
じ
た
、

き
め
細
か
な
情
報
伝
達
や
安
否
確
認

に
つ
い
て
区
の
考
え
は
。
②
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
の
共
有
や
役
割
分

担
等
で
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
と
の
連
携
が
必
要
で
は
。

　
　
　
①
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
、

登
録
者
情
報
も
掲
載
。
警
察
・
消
防

等
と
情
報
共
有
し
、
連
携
し
て
取
り

組
む
。
②
実
効
性
の
あ
る
安
否
確
認
、

避
難
支
援
の
方
法
及
び
役
割
分
担
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

自
無
ク

小
野 

裕
次
郎

質
問

答
弁

民
無
ク

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

政策立案に統計やデータの活用を

会派略称 自無ク＝自由民主党・無所属クラブ
新宿会＝新宿区民の会

公　明＝新宿区議会公明党
社　民＝社民党新宿区議会議員団

共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
スタ新＝スタートアップ新宿

民無ク＝民進党・無所属クラブ

地
域
防
災
計
画
に

の
位
置
づ
け
を

　
　
　
Wi-Fi
は
、
災
害
時
に
ス
マ
ホ
等

が
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
通
信
手
段
と
し
て
、
熊
本
地
震

で
も
活
用
さ
れ
た
。
①
区
施
設
や
防

災
拠
点
等
へ
の
整
備
が
必
要
で
は
。

②
来
年
度
改
訂
さ
れ
る
新
宿
区
地
域

防
災
計
画
に
は
、
災
害
時
に
無
料
で

使
用
で
き
る
Wi-Fi
の
整
備
を
位
置
づ
け

る
べ
き
で
は
。

　
　
　
①
慎
重
に
検
討
す
る
。
②
地

域
防
災
計
画
へ
の
Wi-Fi
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

共
産

沢
田 

あ
ゆ
み

質
問

答
弁



政務活動費の各会派収支報告政務活動費の各会派収支報告平成27年度

 政務活動費とは

　地方自治法に基づき「新宿区政務活動費の交付に
関する条例」を制定し、議員（会派）の調査研究その
他の活動に必要な経費の一部として、区が会派に交
付しています。

政務活動費支出項目の説明

調査研究費
会派が行う新宿区の事務及び地方行財
政に関する調査研究及び調査委託に要
する経費
【調査委託費、調査報告書等作成費、交
通費、宿泊費等】

広報費
会派が行う活動及び区政に関する政策等
の広報活動に要する経費
【広報紙・報告書等印刷費、送料、交通
費等】

広聴費
会派が行う区民からの区政及び会派の活
動に対する要望及び意見の聴取並びに区
民相談等の活動に要する経費
【資料印刷費・会議費・茶菓子代・文書通
信費・交通費等】

資料費
会派が行う活動に必要な資料の作成及び
図書、資料等の購入に要する経費
【印刷・製本費、原稿料、書籍購入費、
新聞雑誌購読料等】

人件費
会派が行う活動を補助する職員の雇用に
要する経費
【給料、手当、社会保険料、賃金等】

事務費
会派が行う活動に係る事務遂行に要する経費
【事務用品・備品購入費、リース料、通
信費、事務所費等】

会議費
会派が行う各種会議に要する経費及び他
の団体が開催する意見交換会等各種会議
への会派としての参加に要する経費
【会場費、会場設営費、講師謝金、資料
印刷費、出席者負担金・会費、交通費、
宿泊費等】

要請・陳情活動費
会派が行う要請及び陳情に係る活動に要
する経費
【資料印刷費・文書通信費・交通費等】

研修費
会派が行う研修会、講演会等に要する
経費及び他の団体が開催する研修会、
講演会等への参加に要する経費
【会場費、機材借り上げ費、講師謝金、
出席者負担金・会費、交通費、宿泊費等】

他都市からの視察 （平成28年1月～6月）

政務活動費は、次の使途に用いることはできません。

新宿区には、全国の自治体の議会（委員会・会派・議員）が施策調査のため視察に訪れています。

１　政党活動、後援会活動、選挙運動、あるいは個人の利益のために要する経費としての支出
２　日当（1日あたりの決まった手当て）としての支出
３　寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するものへの支出
４　交際費に要する経費への支出（結婚式の祝い金、香料、見舞金等）

議長交際費の支出状況平成27年度 議長交際費の支出状況

町  　会

地域団体

商 店 会

各種関係団体

そ の 他

合  　計

5

3

1

39

0

48

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

0

0

0

0

0

0

5

3

1

39

2

50

50,000

19,000

10,000

345,000

0

424,000

0

0

0

0

0

0

50,000

19,000

10,000

345,000

20,000

444,000

0

0

0

0

20,000

20,000

0

0

0

0

0

0

単位（円）

支出項目

支出先

会　費

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

見舞い 弔　慰 接　遇 合　計

〔平成27年4月～平成28年3月〕

○議長交際費とは
　円滑な議会運営を図るため、議長が議会を代表して各種行事や接遇・儀礼など対外的な活動をするために支出する経費です。

○毎月の執行額について
　月ごとの集計額を翌月に区議会ホームページで公表しています。平成25年４月分以降をご覧いただけます。
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会派名 会派
人数 収　入

支　　出
支出合計

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・
陳情活動費 会議費 資料費 人件費 事務費

自 由 民 主 党
・ 無 所 属 ク ラ ブ 11 人 18,150,000 3,144,602 72,440 6,594,583 665,470 3,700 0 683,661 3,840,000 3,005,124 18,009,580

新 宿 区 議 会
公 明 党 9 人 14,850,000 333,158 354,412 4,476,644 0 0 0 549,826 0 1,423,549 7,137,589

日 本 共 産 党
新宿区議会議員団 8 人 13,200,000 17,768 241,070 6,699,239 1,954,643 0 98,206 497,318 319,140 3,146,366 12,973,750

民 主 党・ 無 所 属
ク ラ ブ 5 人 8,250,000 291,639 36,000 5,309,996 0 0 0 27,932 1,317,900 1,266,530 8,249,997

新 宿 区 民 の 会 3 人 4,950,000 242,309 4,400 4,380,645 0 0 0 823 150,000 171,823 4,950,000

社 民 党
新宿区議会議員団 1 人 1,650,000 78,100 72,020 673,362 60,000 0 0 52,455 0 678,516 1,614,453

※スタートアップ
新 宿 1 人 1,650,000 270,432 182,916 0 0 0 0 4,104 247,434 0 704,886

合 　　計 62,700,000 4,378,008 963,258 28,134,469 2,680,113 3,700 98,206 1,816,119 5,874,474 9,691,908 53,640,255

○収入…区が会派に対して交付した金額。月額 15 万円に会派の人数を乗じた金額です。残額（収入－支出合計）は、区へ返還されています。
※「スタートアップ新宿」は、平成 28 年 1 月 14 日付けで「日本を元気にする会新宿」から名称変更しました。
○平成 27 年 4 月の改選により 5 月から会派構成が変わりました。平成 27 年 4 月分（17 期）は、本紙№ 272（平成 28 年 1 月 1 日発行）に掲載しています。

〔平成27年5月～平成28年3月　18期〕 単位（円）

視察日 議会名 調査内容
1 月 12 日 愛知県名古屋市会 校庭の芝生化

1 月 21 日 愛知県岡崎市議会 新宿クリエイターズ・フェスタ

2 月 4 日 兵庫県姫路市議会 公共空間を活用した賑わいづくり

2 月 5 日 高知県高知市議会 道路を活用したオープンカフェ

2 月 8 日 高知県高知市議会 子ども総合センター

2 月 8 日 福岡県福岡市議会 地域ねこ対策

2 月 9 日 佐賀県佐賀市議会 誕生祝い品

4 月 12 日 愛知県名古屋市会 高田馬場創業支援センター

4 月 25 日 愛媛県今治市議会 子ども総合センター

5 月 19 日 徳島県徳島市議会 魅力ある公園づくり
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今
年
は
「
鉄
の
暴
風
」
と
形
容
さ
れ
る
沖
縄
戦

が
終
結
し
て
か
ら
71
年
目
で
す
。
想
像
を
絶
す

る
熾し

烈れ
つ

な
地
上
戦
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の
貴
重
な

自
然
や
文
化
遺
産
の
多
く
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た

日
米
両
国
で
20
万
人
超
、
う
ち
沖
縄
住
民
９
万

人
超
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
23
日
、
こ
の
戦
争
の
惨
禍
に
よ
る
犠
牲

者
の
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
「
平

成
28
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
が
、
糸
満
市

摩
文
仁
の
平
和
祈
念
公
園
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
宿
区
議
会
で
は
、
昭
和
61
年
３
月
15

日
の
「
新
宿
区
平
和
都
市
宣
言
」
の
趣
旨
に
照
ら

し
、
戦
争
の
惨
禍
を
忘
れ
ず
恒
久
平
和
を
希
求

す
る
た
め
、
毎
年
、
こ
の
式
典
に
議
員
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
井
下
田
栄
一
、
桑
原

羊
平
及
び
三
雲
崇
正
の
３
名
が
、
区
議
会
を
代

表
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　
追
悼
式
で
は
、
沖
縄
県
議
会
議
長
の
式
辞
、

正
午
の
時
報
に
合
わ
せ
た
黙
と
う
、
沖
縄
県
遺

族
連
合
会
会
長
に
よ
る
追
悼
の
こ
と
ば
、
関
係

者
に
よ
る
献
花
、
翁お

長な
が

雄た
け

志し

沖
縄
県
知
事
に
よ

る
平
和
宣
言
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
及
び

衆
参
両
院
議
長
に
よ
る
来
賓
挨
拶
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
挨
拶
の
中
で
も
、
今
年
発
生
し
た

元
海
兵
隊
員
の
米
軍
属
に
よ
る
事
件
に
つ
い
て

言
及
が
な
さ
れ
、
国
土
面
積
の
0.6
％
の
沖
縄
県

に
米
軍
施
設
の
約
74
％
が
集
中
す
る
現
状
の
改

善
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
新
宿
区
議
会
は
今
定
例
会
に
お
い
て
「
元
海

兵
隊
員
の
米
軍
属
に
よ
る
事
件
へ
の
対
応
に
関

す
る
意
見
書
」
を
衆
参
両
院
議
長
及
び
政
府
に
対

し
て
提
出
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
沖
縄
の
置
か

れ
た
切
実
な
状
況
に
思
い
を
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金き

武ん

小
学
校
６
年
生
の
仲
間
里り

咲さ

さ

ん
が
、
戦
争
で
負
傷
し
た
亡
き
祖
父
と
の
会
話

を
回
想
し
平
和
を
願
う
人
々
の
思
い
を
綴つ
づ

っ
た

「
平ふ
ぃ
ー
わ和
ぬ
世し
け
ー界
ど
ぅ
大て
ー
し
ち切
」
と
題
す
る
平
和
の
詩

を
朗
読
し
、
多
く
の
参
列
者
に
感
動
を
与
え
ま

し
た
。

　
な
お
、
追
悼
式
当
日
、
派
遣
議
員
は
ひ
め
ゆ

り
平
和
祈
念
資
料
館
及
び
沖
縄
県
平
和
祈
念
資

料
館
を
訪
れ
、
沖
縄
戦
、
戦
争
の
悲
惨
さ
に
つ

い
て
改
め
て
学
ぶ
と
と
も
に
、「
東
京
之
塔
」
に

献
花
を
行
い
、
南
方
諸
地
域
で
戦
没
さ
れ
た
東

京
都
関
係
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

東京都関係者の南方地域戦没者慰霊碑「東京之塔」

▲ 6 月 9 日 本会議冒頭で、熊本地震で犠牲になられた方々のご冥福を祈り黙とうをささげ
　ました。

▲西武新宿駅付近での街頭募金の様子

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
に
参
加
し
ま
し
た

熊本地震  お見舞い
　新宿区議会は、この度の熊本地震で犠牲になられた方々とそ
のご遺族に対し、深く哀悼の意を表するとともに、被災地の皆
様に謹んでお見舞いを申し上げます。
　一日も早く復興されますことを心よりお祈り申し上げます。

　4月21日に議員有志で街頭募金を行い7万1,531円が集まりました。4月26日、
熊本県東京事務所に 3 万 5,766 円を贈りました。また、熊本市には区議会議員全
員から募った見舞金 20 万円と共に、3 万 5,765 円を口座振り込みで送金しました。
　皆様の温かいお気持ちに感謝いたします。ありがとうございました。

◆熊本地震に対する
　　　　　街頭募金等のご報告とお礼◆

会派名変更、議員の退職
●「民主党・無所属クラブ」は、4 月 13 日付けで、「民進党・無所
　  属クラブ」に名称変更しました。

●  大門 さちえ議員（自由民主党・無所属クラブ）は、7 月 22 日付
　  けで、公職選挙法第 90 条の規定により退職者となりました。
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●
今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

な
ど
議
案
２
件
と
、
新
規
付
託

の
陳
情
７
件
を
審
査
し
、
５
件

の
報
告
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
と
「
新
宿
区
議
会
議
員
及

び
新
宿
区
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
は
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

●
陳
情
は
、
７
件
の
う
ち
５

件
を
不
採
択
、
２
件
を
審
査

未
了
と
し
ま
し
た
。

●
「
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
」
で
は
、
策
定
に
向

け
て
の
区
民
討
議
会
の
開
催
や

町
会
・
自
治
会
等
か
ら
の
意
見

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、「
区

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
」
で
は
、
本
年

12
月
ま
で
の
素
案
の
策
定
、
そ

の
後
の
地
域
説
明
会
の
開
催
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の

他
３
件
の
報
告
と
あ
わ
せ
て
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

に
つ
い
て
の
議
案
１
件
と
、
新

た
に
付
託
さ
れ
た
１
件
を
含
む

３
件
の
陳
情
を
審
査
し
、
５
件

の
報
告
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

●
陳
情
審
査
で
は
、「
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
、

夜
勤
制
度
・
大
幅
増
員
を
求
め

る
陳
情
」
と
「
軽
度
外
傷
性
脳

損
傷
・
脳
し
ん
と
う
の
周
知
と

予
防
、
及
び
危
険
性
や
予
後
の

相
談
可
能
な
窓
口
な
ど
の
設
置

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
」
は
継
続
審
査
と

し
、「
国
及
び
都
に
動
物
の
殺

処
分
安
楽
死
化
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
」
は

審
査
未
了
と
し
ま
し
た
。

●
「
平
成
27
年
度
社
会
福
祉
法

人
設
立
認
可
等
及
び
指
導
検

査
事
務
の
実
施
結
果
に
つ
い

て
」
、「
介
護
予
防
把
握
事
業

に
つ
い
て
」
、「
小
児
平
日
夜

間
診
療
事
業
の
開
始
に
つ
い

て
」
、「
平
成
28
年
度
親
子
ぜ

ん
息
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施

に
つ
い
て
」
な
ど
、
５
件
の
報

告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
補
正
予

算
議
案
１
件
、
新
た
に
付
託

さ
れ
た
陳
情
１
件
を
審
査
し
、

４
件
の
報
告
を
受
け
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

●
４
月
１
日
現
在
の
待
機
児
童

数
は
58
名
と
昨
年
に
比
べ
110
人

減
少
し
た
も
の
の
、
出
生
数
の

増
加
や
子
育
て
世
帯
の
転
入
増

を
考
慮
し
、
引
き
続
き
東
南
地

域
と
西
北
地
域
に
新
規
整
備
す

る
３
か
所
を
含
め
282
名
の
保
育

所
の
定
員
拡
大
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
加
え
、
子
ど

も
未
来
基
金
へ
の
寄
附
金
の
積

み
立
て
、
児
童
扶
養
手
当
の
拡

充
な
ど
を
内
容
と
す
る
補
正
予

算
議
案
を
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

●
新
た
に
付
託
さ
れ
た
「
学
校

給
食
の
献
立
の
改
善
等
を
求

め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
」
は

全
員
一
致
で
不
採
択
と
し
ま
し

た
。

●
「
新
宿
区
立
四
谷
小
学
校
で

の
火
災
の
発
生
に
つ
い
て
」
、

「
平
成
27
年
度
新
宿
区
学
力
定

着
度
調
査
の
結
果
分
析
等
に
つ

い
て
」
な
ど
４
件
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、「
平
成
28

年
度
行
政
評
価
の
実
施
に
つ
い

て
」
、「
平
成
27
年
度
都
区
財
政

調
整
再
調
整
に
つ
い
て
」
を
議

題
と
し
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
度
行
政
評
価
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
外
部
評
価
委

員
の
構
成
、
わ
か
り
や
す
い
評

価
指
標
の
設
定
、
対
象
事
業
の

特
性
に
応
じ
た
定
量
的
・
定
性

的
評
価
、
区
の
事
務
事
業
へ
の

評
価
の
反
映
な
ど
に
つ
い
て
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
27
年
度
都
区
財
政
調
整

再
調
整
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

と
の
比
較
、
東
京
都
と
の
協
議

へ
の
区
の
姿
勢
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

●
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

各
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
さ

ら
な
る
深
化
を
念
頭
に
置
き
、

区
議
会
フ
ロ
ア
の
Wi-Fi
環
境
整
備

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

●
今
後
と
も
、
新
宿
区
の
自
治

権
拡
充
、
議
会
改
革
、
行
財
政

改
革
に
つ
い
て
、
議
論
と
取
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
新
た
に
付
託
さ
れ
た
「
原
発

事
故
避
難
者
へ
の
住
宅
支
援

に
関
す
る
陳
情
」
と
、
継
続
審

査
中
の
１
件
の
陳
情
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。

●
「
し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス

タ
2016
の
開
催
に
つ
い
て
」
の
報

告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

●
５
月
の
委
員
会
で
は
、
本

庁
舎
免
震
工
事
中
に
防
災
拠

点
と
な
っ
て
い
た
「
新
宿
区
立

防
災
セ
ン
タ
ー
」
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
、
防
災
関
係
機
関
と
の

相
互
通
信
等
が
進
化
し
ま
し

た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

１
件
を
審
査
し
、
３
件
の
報
告

を
受
け
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
夏
目
漱
石
記
念
施
設
整
備
基

金
へ
の
寄
附
金
の
積
立
を
計
上

し
た
補
正
予
算
は
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

●
新
宿
区
夏
目
漱
石
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
や
一
般
社
団
法
人
新

宿
観
光
振
興
協
会
「
平
成
27
年

度
事
業
報
告
」
及
び
「
平
成
28

年
度
事
業
計
画
」
等
の
報
告
を

受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
５
月
24
日
の
当
委
員
会
で
報

告
を
受
け
ま
し
た
東
京
2020
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
大
会
エ
ン
ブ
レ
ム

使
用
申
請
の
結
果
、
大
会
組
織

委
員
会
よ
り
大
会
エ
ン
ブ
レ
ム

掲
載
名
刺
等
の
使
用
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
東
京
2020
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
に
向
け
て
様
々
な
視
点
か
ら

気
運
醸
成
に
寄
与
し
て
ま
い
り

ま
す
。

総
務
区
民
委
員
会

介
護
予
防
把
握
事
業
や
小
児
平
日
夜
間
診
療

事
業
、
ぜ
ん
息
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
質
疑

福
祉
健
康
委
員
会

さ
ら
な
る
待
機
児
童
解
消
緊
急
対
策
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
を
可
決

文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
１

件
と
、
陳
情
２
件
を
審
査
し
、

報
告
を
１
件
受
け
ま
し
た
。

●
「
災
害
に
際
し
応
急
措
置
の

業
務
等
に
従
事
し
た
者
の
損

害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
非

常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損

害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
他

の
法
律
に
よ
る
給
付
と
の
調

整
率
を
改
定
す
る
必
要
が
あ

災
害
に
際
し
応
急
措
置
業
務
等
に
従
事
し
た

　
者
の
損
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会

平
成
28
年
度
行
政
評
価
の
実
施
と
平
成
27
年
度

　
　
　
都
区
財
政
調
整
再
調
整
に
つ
い
て
質
疑

自
治
・
議
会
・
行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会

夏
目
漱
石
記
念
施
設
整
備
基
金
積
立
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
を
可
決

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
文
化
観
光
等
特
別
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、議
案
３
件
、

陳
情
４
件
を
審
査
し
、
報
告
４

件
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

●
「
新
宿
区
地
区
計
画
の
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
、「
特
別
区
道
の
路
線

の
認
定
に
つ
い
て
」
及
び
自
転

車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
に
関
す

る
「
平
成
28
年
度
新
宿
区
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
」

の
３
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
審

査
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

●
継
続
審
査
中
の
「
中
井
２
丁

目
５
階
建
て
ワ
ン
ル
ー
ム
・

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
関
す
る

陳
情
」
な
ど
４
件
の
陳
情
は

引
き
続
き
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

●
６
月
５
日
よ
り
中
井
駅
の
改

札
が
地
下
へ
移
動
す
る
こ
と
に

先
立
ち
、
５
月
25
日
に
中
井
駅

南
北
自
由
通
路
設
置
事
業
及
び

中
井
駅
改
良
工
事
の
現
場
を
視

察
し
、
事
業
者
か
ら
施
設
概
要

や
完
成
後
の
利
用
見
込
み
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
査

環
境
建
設
委
員
会

の
審
議
結
果

　
請
願
・
陳
情
の
内
容
は
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

（［ 

　 

］
は
審
査
を
行
っ
た
委
員
会
名
）

継
続
審
査
　   

1
件
（
新
た
に
提
出
さ
れ
た
も
の
）

不
採
択
　
　   

6
件

審
議
未
了
　   

4
件

□
原
発
事
故
避
難
者
へ
の
住
宅
支
援
に
関
す
る
陳
情

［ 

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会 

］

□
新
宿
区
正
規
職
員
採
用
試
験
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
の

合
理
的
配
慮
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

［ 

総
務
区
民
委
員
会 

］

□
時
限
的
な
職
員
給
与
及
び
議
員
報
酬
等
の
削
減
に
よ
る
被

災
地
支
援
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

［ 

総
務
区
民
委
員
会 

］

□
学
校
給
食
の
献
立
の
改
善
等
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳

情

［ 

文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会 

］

□
国
及
び
都
に
動
物
の
殺
処
分
安
楽
死
化
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
関
す
る
陳
情

［ 

福
祉
健
康
委
員
会 

］

□
新
宿
区
議
会
に
お
け
る
陳
情
の
取
扱
い
に
関
す
る
陳
情

［ 

議
会
運
営
委
員
会 

］

□
純
粋
に
新
宿
区
議
会
に
お
け
る
都
旗
の
掲
揚
を
求
め
る
こ

と
に
関
す
る
陳
情

［ 

総
務
区
民
委
員
会 

］

□
純
粋
に
新
宿
区
役
所
庁
舎
等
に
お
け
る
都
旗
の
掲
揚
を
求

め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

［ 

総
務
区
民
委
員
会 

］

□
公
共
事
業
等
に
お
け
る
被
災
地
事
業
者
と
の
優
先
的
な
契

約
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
［ 

総
務
区
民
委
員
会 

］

□
純
粋
に
新
宿
区
議
会
に
お
け
る
区
旗
及
び
国
旗
の
掲
揚
並

び
に
こ
れ
に
対
す
る
敬
礼
を
求
め
る
陳
情

［ 

総
務
区
民
委
員
会 

］

□
純
粋
に
新
宿
区
役
所
庁
舎
等
に
お
け
る
区
旗
及
び
国
旗
の

掲
揚
並
び
に
こ
れ
に
対
す
る
敬
礼
を
求
め
る
陳
情

［ 

総
務
区
民
委
員
会 

］

　
平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
の
記
事
を
中

心
に
ま
と
め
た
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し

ま
す
。

　
本
紙
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

下
　
村
　
治
　
生

有
　
馬
　
と
し
ろ
う

池
　
田
　
だ
い
す
け

豊
　
島
　
あ
つ
し

川
　
村
　
の
り
あ
き

三
　
雲
　
崇
　
正

ふ
じ
川
　
た
か
し

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
可
決
し
、

新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
質
疑


